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――新日鉄音楽賞受賞おめでとうございます。
まず、受賞の感想をお聞かせください。
木下 ご連絡をいただいたときは大変驚きました。ソプラ
ノ歌手の佐藤美枝子さんや松本美和子先生など、尊敬する
先輩方が受賞されている大変権威ある賞ですので、「私で良
いのだろうか」とプレッシャーを感じたほどです。コンク
ールに自分で応募して賞をいただいたことはありますが、
新日鉄音楽賞は皆さんに選んでいただく賞ですから、音楽
家として歩んでいく上で大変光栄なことだと思っています。
青木 私は演奏活動と同時に譜面の分析などの地味な研究
をしていますので、賞にはまったく縁がないと思っていま
した。このたびはまさに青天の霹靂、すばらしい賞をいた
だき大変驚いています。これからは気を引き締めて仕事に
向かわなければと思っています。

――現在の活動状況についてお聞かせください。
青木 私は譜面をよく読み、その上でソロやデュオの演奏、
CD録音などをしています。現在90歳ですが、年をとるにつ
れてますます仕事が増えてきました。昨年は１年で７公演
行い、秋に集中していたので大変な目に会いました（笑）。
CD録音はとても時間のかかる仕事ですね。普段から毎日５
時間ほどチェロの練習をしていますが、今の録音機械はと
ても性能が良く、どんな小さな音も拾ってしまうため、無
駄な音を出さないよう徹底的に練習します。
木下 現在は日本での公演が多いのですが、オペラの本場で
あるヨーロッパでも歌っていきたいのでローマに拠点を置い
て活動しています。昨年は日本でオペラ３本に出演したこと
もあり、５～６回ほど日本とイタリアを往復して１年の半分
を日本で過ごしました。今年は日本で２月に『ラ・ボエーム』、
７月には『蝶々夫人』を再演させていただきます。ヨーロッ
パではフランス・ボルドーでのリサイタルが決定しています。

――それぞれ、専門にされている音楽の魅力を
教えてください。
青木 音楽についてはいろいろと研究していますが、結局
私はチェロの音に魅せられたのだと思います。チェロは低
い音域も出せますし、怒りや威厳などを表現することがで
きます。そして人を不快にさせる音域を持った楽器でもあ
ります。そこからいかに人の心を打つ音を出すかという苦
労が魅力です。「開放弦」と言って、弦を指で押さえずに弾
く音があります。この開放弦を弓でスッと弾いたときに、

吸い込まれるようなほれぼれする音を出せることがありま
す。私はその音が忘れられません。一種の変わり者かもし
れませんね。きっと生命が終わる直前までチェロを弾いて
いると思います。
木下 オペラは声だけではなく、楽譜に書かれていること
を演技でも表現できますし、衣装、舞台、照明、演奏、さ
まざまな方の協力で作られる総合芸術です。オペラ歌手と
しての経験は浅いのですが、私はオペラのとりこになって
しまいました。自分がオペラの舞台で歌えることが嬉しく
て仕方ありません。『蝶々夫人』では、他の作品と同じよう

一つ一つを大切に。
心に響く音楽を届けたい。
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第16回 新日鉄音楽賞
受賞者インタビュー

「新日鉄音楽賞」は今年で16回目を迎え、フレッシュ
アーティスト賞をソプラノ歌手の木下美穂子さんが、
特別賞をチェリストの青木十良さんが受賞された。今
回の“紀尾井ホールで会いましょう”では、受賞され
たお2人をお招きし、受賞の感想や活動への思いなど
についてお伺いした。

二期会デビューとなった蝶々夫人

第16回 新日鉄音楽賞
受賞者インタビュー
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に楽譜を読み込んだり歌の勉強をする他に、２カ月間ほど
日舞を習いに行きました。日本人が日本の舞台で『蝶々夫
人』を歌うのに、あまりに不自然なしぐさでは恥ずかしい
と思ったからです。歌以外の勉強が必要なのは大変なこと
ですが、オペラの魅力はさまざまな表現が結集している点
だと思います。

――演奏者としての感動とは、どのようなものなのでしょう
か。
木下 私は最後に死んでしまう役を演じることが多いこと

もありますが、毎回泣いてしまいます。最後の幕は、練習
の段階から涙が出てしまうほどです。でも、感動している
だけでは良い舞台にはなりません。レナータ・スコット先
生に「冷静でなくてはいけない。でも入り込まなければい
けない」とよく言われます。一流の音楽家は、役になりき
っている自分と、冷静に舞台全体を見ている自分のバラン
ス感覚がしっかり持てるのだと思います。
青木 私も演奏中に泣いたことがあります。各楽団の首席
を集めて、近衛秀麿さんが指揮をされた新日鉄コンサート
のときです。ベートーヴェンの交響曲第３番「英雄」の第
４楽章で単純に音階が上がっていくフレーズなのですが、
なぜか突然ドーッと涙が出てきました。その後同じ曲を聴
いても、「あれ？私が泣いたのはどこだろう？」と思うほど
何も感じないから不思議です。きっと心が高揚する響きが
あるのでしょうね。私たちの演奏も、実に冷静に演奏をコ
ントロールしている自分と感動している自分、ふたりの人
間がいます。自分が感動に浸ってしまって骨組みが失われ
た音楽は聴けたものではありません。オペラも演奏も同じ
なのですね。

――今後の抱負をお聞かせください。
木下 とにかく皆さんの心に響く音楽を目指したいと思っ
ています。そして、日本とヨーロッパに活動の基盤を作り
たいと思っています。どんな舞台でどんな役をしたいとい
う夢もありますが、まずは一つ一つの歌に心を込めること
を大切にしていきたいと思っています。声はメンタルな部
分にとても影響されてしまうので、気持ちをいつもポジテ
ィブに、心を平和に保つことが大切です。舞台経験を重ね
ることで、メンタル的な強さを身につけて、いつでもベス
トな歌を聴いていただけるようになりたいと思っています。
青木 これまでと同様、ご注文の品を納期までに調えるだ
けで手一杯です（笑）。昨年、ショパンのチェロソナタの注
文が重なり、ドイツでピアノの勉強をしている娘が伴奏を
しましたので、１回目は娘に合わせて演奏し、２回目は私
の考えを少し入れて演奏し、３回目はさらに私の考えを入
れて演奏しました。そして３つの演奏を弟子たちに聴いて
もらって感想を述べてもらいました。私は同じ演奏はした
くありません。これからも演奏するごとに進歩し続けたい
と思っています。
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紀尾井ホール「グレート・マスターズ」
での演奏より

長女の青木紀子さんとともに

1月20日、（財）新日鉄文化財団理事長である当社千速代表取締役会長を訪問し、
受賞の挨拶とともに歓談された

●新日鉄音楽賞：1990年新日鉄創立20周年と「新日鉄コン
サート」放送35周年を記念して設けられた音楽賞。日本
の音楽文化の発展と将来を期待される音楽家の方々の一層
の活躍を支援することを目的としている。

●フレッシュアーティスト賞：将来を期待される優れたアー
ティストを対象とした賞。技術だけでなく、音楽性、将来
性を重視し、広い範囲から選出。
●特別賞：演奏家に限定せず、幅広いジャンルのなかから、
音楽文化の発展に大きな貢献をはたした方に贈る賞。
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